
東
常
縁
書
写
「
仮
名
文
字
遣
（
定
家
書
）
」
に
つ
い
て 

「
老
い
の
く
り
ご
と
」
清
水
忠
夫
著
よ
り 

 

（
前
略
） 

文
安
五
年
二
月
廿
三
日
書
レ

之
。 

此
双
紙
以
二

証
本
一

不
ㇾ

違
二

一
字
一

書
二

写
之
一

。 

依
下

左
衛
門
尉
藤
原
氏
保
所
望
経
二

年
月
一

者
上

也
。 

真
実
早
筆
之
躰
多
レ

憚
。 

 
 

 
 

 
 

平
常
縁 

（
花
押
） 

 

（
こ
の
双
紙
は
証
本
を
以
て
一
字
違
わ
ず
こ
れ
を
書
き
写
す
。 

左
衛
門
尉
藤
原
氏
保
所
望
年
月
を
経
る
も
の
に
依
る
な
り
。 

［
左
衛
門
尉
藤
原
氏
保
所
望
に
依
っ
て
年
月
を
経
る
者
也
。］ 

真
実
に
早
筆
の
躰
憚
り
多
し
。） 

 

郡
上
へ
は
何
度
も
訪
れ
、
前
か
ら
気
に
は
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
昨
年(

平
成
二

十
一
年)

は
じ
め
て
鷲
見
城
址
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
う
と
て
も
登
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、「
鷲
見
城
要
図
」
に
は
、
山
頂
に
、
本
丸
の
ほ
か
に
、
西
の
丸
、

東
の
丸
、
矢
場
や
馬
場
も
あ
り
、
実
に
立
派
な
中
世
の
山
城
で
あ
っ
た
。
本
丸
の
入

り
口
の
大
手
門
の
あ
た
り
、
西
・
北
・
南
に
は
川
が
流
れ
、
自
然 

の
要
害
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
城
は
鷲
見
頼
保
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
約
四
百
年
間
、
鷲
見
氏
の
居
城

で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
私
は
そ
れ
以
来
こ
こ
に
住
む
鷲
見
氏
の
文
化
の
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
で
あ
る
。
東
氏
の
居
城
篠
脇
城
の
あ
っ
た
郡
上
市
大
和
町
の
北
に
、
白
鳥

町
が
あ
り
、
長
滝
寺
と
い
う
白
山
信
仰
の
中
心
の
寺
院
が
あ
っ
て
、
鷲
見
郷
は
、
そ

の
東
に
位
置
す
る
。
長
滝
寺
に
は
、
古
く
か
ら
の
延
年
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
白
鳥

の
文
化
が
、
郡
上
の
中
で
も
、
大
和
や
八
幡
な
ど
と
は
一
味
違
っ
て
、
東
氏
の
文
化

と
い
う
よ
り
は
、
白
山
信
仰
が
中
心
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
た
の
だ

が
、
そ
の
白
鳥
の
文
化
と
鷲
見
氏
と
の
関
係
も
今
後
は
考
え
て
ゆ
く
べ
き
課
題
で
あ

ろ
う
と
思
う
。
東
氏
も
、
永
禄
二
年(

一
五
五
九)

に
常
慶
・
常
尭
が
、
常
慶
の
女
婿
遠

藤
盛
数
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
て
滅
亡
す
る
が
、
そ
の
遠
藤
氏
の
常
友
が
東
氏
の
文
化

を
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
氏
の
文
化
は
今
日
に
知
ら
れ
る
。
一
方
、
鷲
見
氏
の

場
合
は
、
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
解
明
が
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
根

本
資
料
と
関
連
資
料
、
多
く
の
伝
承
な
ど
か
ら
、
資
料
吟
味
を
ふ
ま
え
て
、
事
実
と

推
論
を
明
確
に
区
別
し
て
客
観
的
な
検
討
を
加
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
中
世
、

美
濃
国
の
最
北
部
に
あ
っ
て
、 

鷲
見
氏
が
一
つ
の
文
化
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
、

今
後
ぜ
ひ
顕
彰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
常
緑
の
「
仮
名
文
字
遣
』
の
奥
書
か
ら
少
な
く
と
も
見
え
て
く
る
も
の
は
、

東
常
縁
と
と
も
に
鷲
見
氏
保
も
ま
た
和
歌
な
ど
の
文
芸
に
深
い
関
心
を
も
ち
、
互
い

に
文
芸
好
き
の
武
将
仲
間
と
し
て
、
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
井
上
氏

が
早
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
常
緑
の
確
実
な
伝
記
資
料
の
最
初
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
う
し
た
背
景
を
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、

常
縁
が
早
く
か
ら
「
仮
名
文
字
遣
』
に
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て

興
味
が
深
い
。 

  （
こ
の
「
仮
名
文
字
遣
」
と
い
う
の
は
、
藤
原
定
家
が
同
音
の
か
な
の
使
い
分
け
を
定

め
た
も
の
で
、
常
縁
は
そ
れ
を
写
し
た
。
そ
の
写
は
佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
に

あ
る
と
い
う
。
文
安
五
年
と
い
う
の
は
常
縁
は
関
東
へ
行
く
前
で
あ
り
、
東
氏
の
中

枢
に
は
居
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
鷲
見
氏
保
は
記
録
に
よ
る
と
文
安
元
年
に
死
去
し
て
い
る
が
、
奥
書
を
見
る

と
、
以
前
に
氏
保
か
ら
頼
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
今
は
手
元
に
あ
る
と
読
む
こ
と
も
で

き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
八
月
釋
文
隆
書
く
） 

https://kotobank.jp/word/%E5%AE%9A%E5%AE%B6%E4%BB%AE%E5%90%8D%E9%81%A3-99895

